
資料１ 
 

指定地域密着型サービス事業者等に対する指導及び監査 

 

 

・介護保険の理念 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２～７ 

・枚方市介護保険サービス事業者等指導及び監査指針の改正について・・・・・・・・８～９ 

・指導及び監査フロー図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

・指定の取消・効力停止 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１～１２ 

・令和元年度～令和４年度における事業者指定の取消し及び効力停止の事例（大阪府内） 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３～１８ 

・地域密着型サービス事業者等に対する主な指導事項 ・・・・・・・・・・・・１９～２４ 

・業務管理体制の整備について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５～２９ 

 

1



介護保険の理念 (介護保険の保険給付とは ) 

介護保険法第２条 

１  介護保険は、被保険者の要介護状態又は要支援状態に関し、必要な保険給付を行うも

のとする。 

２  保険給付は、要介護状態又は要支援状態の軽減又は悪化の防止に資するよう行われ

るとともに、医療との連携に十分配慮して行われなければならない。 

居宅介護支援事業所は、適切なアセスメントの上で、利用者の心身の状況等を把握し、真に必要なサ

ービスを中立公正な立場から居宅サービス計画に位置付け、要介護状態又は要支援状態の軽減又は悪

化の防止を図ることが必要である。 

３  保険給付は、被保険者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、被保険者の

選択に基づき、適切な保健医療サービス及び福祉サービスが、多様な事業者又は施設か

ら、総合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行われなければならない。 

高齢者はサービスの受け手という意識から十分な意思表示ができないことがあることから、サービスや

支援の提供の際には、たとえそれが善意によるものであったとしても、常に十分に利用者の意思を確認

し、利用者の立場に立った対応を行う必要がある。提供者側が一方的に行う内容では、利用者の自発的

な意思によるものとは言えない。 

居宅サービスは在宅における総合的な介護サービスの提供が基本となっており、居宅介護支援事業所

を中心として、各サービス事業所との連携のほか、市町村やボランティア等地域資源の活用や連携が必

要である。 

４  保険給付の内容及び水準は、被保険者が要介護状態となった場合においても、可能な

限り、その居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよ

うに配慮されなければならない。 

サービス提供の内容や水準は、利用者の居宅での自立した生活が保障されるものである必要があり、

居宅介護支援事業所は、利用者にとって真に必要なサービスとは何かをモニタリングによって常に把握

し、居宅サービス計画の変更等について検討を行わなければならない。 

サービス担当者会議は、実際にサービスを提供している各居宅サービス事業者が課題や問題点等を

出し合い、適正な居宅サービスの位置付けや個々の介護サービス計画の立案に資するものでなければ

ならない。
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利用者本位のサービス提供

利用者と事業者の対等な立場の構築 

利用者の立場の理解 

理解

利用者の立場に立ったサービス提供 

利用者本位の 

サービス提供 

利用者の立場を踏まえた事業者による意識的な利用者へのアプローチ 

（利用者への積極的な情報開示、分かりやすく丁寧な説明） 

事業者は、利用者への情報開示や情報提供に当たっては、決して事務的にならず、利用者に積極的にアプ

ローチを行うとともに、利用者から積極的に希望や質問を言えるような雰囲気づくりを行う等、事業者と利用者が

対等な立場となることを意識する必要がある。 

また、障がい特性等利用者の心身の状況に合わせた説明の仕方の工夫等を積極的に行う必要がある。 

重要事項説明の重要性 

「重要事項説明書」は、利用者にとって、どのようなサービスを受けられるのか、サービスを受けるに当たって

の留意事項は何かを知り、事業所を選択する判断材料であることから、懇切丁寧な説明を行う必要がある。 

重要事項説明の不備は、サービスに関する利用者とのトラブルや利用者の不利益となることがあるので、十分

留意する必要がある。 

【過去の主な指導事項】 

○「重要事項説明書」の説明、交付いずれかの手続が行われていない

○「重要事項説明書」に事故発生時の対応、苦情相談の窓口、苦情処理の体制及び手順等必要な事項が

記載されていない

○「重要事項説明書」と「運営規程」とで営業日時、通常の事業の実施地域等の項目に相違がある

など 

利用者と事業者の対等な立場の構築 

（利用者が自由な選択ができる環境づくりを行うこと） 
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① 身近にある人権

高齢者の人権 

年齢を重ねるにしたがって体力が低下することは避けることはできませんが、個人差もあり、高齢期になっ

ても意欲的に社会参加している人はたくさんいます。年齢だけを理由に社会参加する機会を奪うことがあって

はなりません。 

高齢者が、社会の重要な一員として尊重され、就業をはじめ多様な社会活動に参加する機会が確保される

社会を形成することが必要です。 

 また、高齢者に対するあらゆる形態の虐待をなくさなければなりません。すべての人が年齢を重ねるごと

に充実感を感じ、健康かつ安全な生活を送ることができる、持続可能で適切な支援を提供する必要がありま

す。このような取組を通じて、活力ある高齢社会を築くことが必要です。 

障がい者の人権 

身近なところで障がいのあるひともない人も当たり前に暮らす・・・そのためになくてはならないことが「バリ

アフリー」です。「バリアフリー」とは、行動や人間関係をさまたげるバリア（壁）をなくしていくことです。 

解消しなければならないバリアの一つに、一人ひとりのこころのバリアがあります。障がい及び障がいのあ

る人に対する理解と認識の不足から、就労における差別や入居拒否などの問題、社会福祉施設などの設置

に際して地域住民との摩擦（いわゆる施設コンフリクト）が発生するなどの問題もあります。 

一人ひとりが、こころのバリアをなくしていくことが必要です。 

同和問題 

同和問題とは、日本社会の歴史的発展の過程で形づくられた身分階層構造により、日本国民の一部の

人々が長い間、経済的、社会的、文化的に低位の状態を強いられ、現在でも日常生活の上で差別を受けるな

どの日本固有の人権問題です。 

財政上の特別措置としての同和対策事業は平成 14(2002)年で終了しましたが、インターネット上での差別

的な書き込み等の差別事象が発生しており、同和問題が解決されたとは言えない状況であり、大阪府では総

合相談事業の実施による相談の受付や人権総合講座の開催、人権啓発誌の作成・配布による啓発を行って

いるところです。 

平成 28(2016)年に施行された「部落差別の解消の推進に関する法律」の趣旨も踏まえ、引き続き同和問題

解決に向けた取組を推進しています。 

利用者の立場の理解 
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外国人の人権 

大阪府には、165か国・地域、約25万４千人の外国人が暮らしており、府民の35人に１人が外国人という

計算になります（令和２（2020）年12月31日現在）。 

差別落書きのほか、外国人であることを理由にした入居等の拒否といった差別的な対応が起こったり、賃

金や労働時間が日本人と異なるなど、就労において不利益な扱いを受けたりする事例もあります。また、日

本語での会話やコミュニケーションがうまくいかなかったり、騒音やゴミ出しなど文化や生活習慣の違いによ

り住民と摩擦が生じたりする事例もあります。 

 大阪府で暮らしている外国人の約４割は韓国籍・朝鮮籍の人です。その多くは日本が朝鮮半島を領土と

していた歴史的経緯により、第二次世界大戦以前から暮らしている人とその子孫です。現在、この人たちの

中には、差別を避けるため、本名ではなく日本名（通名）で生活する人もいます。 

ＨＩＶ陽性者の人権 

ＨＩＶ感染症に対する誤った知識や偏見から、感染を理由とした就職拒否や入居拒否などの人権侵害が起

こっています。 

ＨＩＶは、陽性者と一緒にいても日常生活での接触で感染することはありません。主な感染経路は性行為

で、誰もが感染する可能性がありますが、コンドームを使用するなど正しい知識を持って行動することで、感

染を防ぐことが可能です。また、ＨＩＶに感染しても、現在では医療の進歩により、治療を続けながら感染する

前と同じ生活を続けることが可能です。 

一人ひとりが正しい知識を持ち、ＨＩＶ陽性者が安心して学び、働き、生活できる社会を築くことが必要で

す。 

ハンセン病回復者の人権 

ハンセン病とは、らい菌によって引き起こされる病気です。しかし、らい菌の病原性は非常に低く、感染す

ることはきわめてまれであり、感染しても発病する人はさらに少なくなります。また、優れた治療薬が開発され

ていて、早期発見・早期治療により後遺症を残さずに治る病気になっています。 

明治時代に「ハンセン病は感染症」という情報が日本にも入ってきましたが、それまで信じられていた遺伝

病説は完全には消えず、それに加えて必要以上に感染症であることが強調され、社会に広まりました。法律

による強制的な隔離政策が平成８(1996)年に「らい予防法」が廃止されるまでの間進められ、そのことが社会

の偏見や差別意識を助長し、患者やその家族に大きな苦難と苦痛を強いてきました。 

過去にあった宿泊拒否に見られるように、病気に対する根強い誤解や無理解がハンセン病療養所入所者

の地域社会への復帰や交流を妨げています。入所者が地域社会へ復帰・交流することのできる環境をわた

したちみんなで早く整え、二度とこうした間違いが起こらないようにしていくことが必要です。 
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こころの病 

「こころの病」と言っても、種類も症状もさまざまで、原因が分かっていないものが多くあります。例えば、う

つ病と診断された場合でも、ストレスがきっかけの場合もあれば、身体の病気と関係していることもあります。 

こころの病で通院や入院をしている人たちは、国内で４１９万人（平成２９(2017)年厚生労働省患者調査）で

す。また、生涯を通じて５人に１人がかかるとも言われています。しかし、「こころの病は特別な人がかかるも

の」という、古くからの慣習や風評などから生じる先入観や偏見が解消されたとは言えず、また、このため生き

づらさや生活しづらさに苦しんでいる人たちがいます。 

こころの病は誰でもかかりうる病気であり、こうした先入観や偏見にとらわれないことが大切です。 

性的マイノリティの人権 

「生物学的な性」（からだの性：生物学的な体の特徴が男性か女性か）と「性自認」（こころの性：自分の性を

どのように認識しているか）が一致している人や、「性的指向」（恋愛感情や性的な関心がどの性別に向いて

いるか）が異性に向いている人が多数派とされる一方で、これらにあてはまらない性的マイノリティ（少数者）

がいます。性的マイノリティの人権問題に関する社会の理解はまだ十分に進んでおらず、差別や偏見が存

在する中、多くの当事者が生きづらさを感じています。 

近年、国内で行われた複数の民間の調査結果によると、性的マイノリティの人は全人口の約３～１０％いる

といわれています。全人口の１０％というと約１０人に１人の割合です。生きづらさを感じている当事者は、あ

なたの周りにもいるかもしれません。 

性のあり方は人それぞれです。大切なのは、その人がどれに当てはまるかを考えるのではなく、何に困っ

ているかを一緒に考える意識や態度を身につけることです。 

個人情報保護 

個人情報は、わたしたちが日常生活や事業活動などを営んでいく上で、その利用が必要不可欠なもので

す。一方、その内容に誤りがあったり、本人に無断で収集や提供がなされた場合、プライバシーなどの個人

の権利や利益を侵害するおそれがあります。 

平成15(2003)年に制定された「個人情報の保護に関する法律」（個人情報保護法）では、国・地方公共団体

の責務や個人情報取扱事業者の義務等を定めており、この法律に基づき、国・地方公共団体は自らが保有

する個人情報の保護に関する法律や条例を定め、また、個人情報保護委員会等では個人情報取扱事業者

が守るべきガイドラインを定めています。 

大阪府では、大阪府個人情報の保護に関する法律施行条例を令和５年４月１日から施行しています。 

《大阪府人権白書 ゆまにてなにわver.36 から抜粋・要約》 
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生活への満足感や生活の充実度は、一人ひとりの利用者が生活してきた生活様式や生活習慣、

考え方、価値観、生活信条、家族の状態、生きてきた時代背景等によって人それぞれ異なり、特に

高齢者には65年以上の人生の重みがある。 

このため、サービス提供に当たっては、身の回りの介護だけでなく、広い範囲での主体的な生活

活動を支援するといった観点に立ち、画一化して対応するのではなく、一人ひとりに着目して考え

るという視点が極めて大切である。 

そのためには、利用者の尊厳の保持とプライバシーの保護を基本に据えることが不可欠であり、

事業者は継続的な取組を行う必要がある。 

【利用者の立場に立ったサービス提供の視点】 

日常生活の支援において、いかなる場合であっても強制的な言動、暴言、体罰、差別的な言動をしていな

いか 

介護や運営の効率化を重視するあまり、日常生活に不必要な規制や行動制限を強いていないか 

記憶障がいや認知力、判断力の低下等認知症に関する症状があることをもって、直ちに主体性や自己決

定する能力がないと判断していないか 

視覚障がい者や聴覚障がい者、言語障がいのある人、外国人等、文字や話し言葉によるコミュニケーショ

ンに困難がある人に対して、点字や手話、身振り手振り、カード、絵文字等の手段を柔軟に用いて意思疎

通の円滑化に努めているか 

サービス提供に当たっては、ＡＤＬや介護の必要度等現在の状態からだけで利用者を理解するのではな

く、一人ひとりの生きてこられた時代背景についての知識を積み重ね、豊かな想像力をもって利用者の永

い人生に思いを馳せ、その延長線上で現在の状況を理解しているか 

人格を尊重し、年長者に対する礼を尽くし、不快な言葉や子ども扱いした言葉を使わず、暖かで親しみや

すい雰囲気を持った会話を心がけているか 

常に利用者の意向や希望を確認し、反映させるよう努めているか 

介護者には仕事を通じて知り得た情報について守秘義務があり、普段の会話でも話題にしないよう気を付

けているか 

利用者の立場に立ったサービス提供 

（一人ひとりに着目したサービス提供を行うこと） 
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「介護保険施設等の指導監査について」（令和４年３月 31 日老発 0331 第６号厚生労働省老健局長

通知）を踏まえ、運営（実地）指導における標準化・効率化に資する取り組み等を推進する観点を規

定しました。主な改正ポイントは以下のとおりです。 

⑴集団指導について

実施方法の追加

一定の場所に集まって講習等の方法により行うことの他、オンライン等（オンライン会議シス

テム、ホームページ等）の活用による動画の配信等による実施方法も可能とすることを明記しま

した。 

オンライン等を活用する場合には、配信動画の視聴や資料の閲覧状況について確認します。

⑵運営（実地）指導について

指導形態

運営（実地）指導について、指導形態が次の①、②及び③となります。 

①介護サービスの実施状況指導（個別サービスの質（施設・設備や利用者等に対するサービスの

提供状況を含む）に関する指導）

②最低基準等運営体制指導（基準等に規定する運営体制に関する指導）

③報酬請求指導（加算等の介護報酬請求の適正実施に関する指導）

  上記②・③に限っては、施設・設備や利用者等のサービス利用状況以外の実地でなくても確認

できる内容については、オンライン等を活用することができる旨を明記しました。 

➡このことにより、実地指導という名称を「運営指導」に改めることになりました。

運営指導の標準化・効率化の推進について 

  運営指導の標準化・効率化を推進する観点から、主に以下について明記しました。 

  〇標準的な確認すべき項目・文書による実施 

  〇運営指導の所要時間の短縮 

  〇同一所在地等の運営指導の同時実施 

  〇確認する書類等の対象期間の限定 

  〇電磁的記録により管理されている書類等のディスプレイ上での内容確認 

  標準的な確認すべき項目・文書による実施 

 運営指導の実施に当たっては、基準等への適合性に関し、各事業者による自己点検を励

行するものとし、上記指導形態の①及び②については、介護サービスの質の確保、利用者

保護等の観点から重要と考えられる標準的な確認すべき項目（「確認項目」）及び標準的な

枚方市介護保険サービス事業者等指導及び監査指針の改正について 
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確認すべき文書（「確認文書」）に基づいて実施します。 

運営指導の所要時間の短縮 

 運営指導の所要時間については、確認項目を踏まえることで、一の事業者当たりの所要時

間をできる限り短縮し、事業者と自治体双方の負担を軽減し、運営指導の頻度向上を図りま

す。 

  同一所在地等の運営指導の同時実施 

同一所在地や近隣に所在する事業者に対する運営指導については、できるだけ同日又は連

続した日程で行うなどより効率化を図ります。 

確認する書類等の対象期間の限定 

  運営指導における確認すべき文書等の確認作業についても効率的に行うため、運営指導

を行う年度の前年度から直近（おおむね 1月程度まで）の実績に係るものを対象とします。

運営指導の過程で保存すべき文書等がない等の不明な点が見つかった場合は、それよりも

過去の状況等を確認することもあります。 

  また、利用者へのサービスの質を確認するため、その記録等を確認する場合は、特に必要

と判断する場合を除き、対象は原則として３名以内とします。居宅介護支援事業所について

は、原則として介護支援専門員１人あたり１、２名の利用者についてその記録を確認しま

す。 

電磁的記録に管理されている書類等のディスプレイ上での内容確認 

  事業者における事務負担軽減の観点、提出された文書等の保存に係る文書管理の観点か

ら、提出は１部のみとします。また、枚方市が既に所有している文書（新規指定時、指定更

新時及び変更時に提出されているもの等）については、再提出を求めません。 

  各種書面については、当該書面に代えて電磁的記録により管理されている場合は、ディス

プレイ上で内容を確認します。 

監査への変更について 

運営指導を中止して監査へ変更する場合は、次のような場合です。 

〇市基準条例等に従っていない状況が著しいと認められる場合又はその疑いがあると認めら

れる場合 

〇介護報酬請求について、不正を行っていると認められる場合又はその疑いがあると認めら

れる場合 

〇不正の手段による指定等を受けていると認められる場合又はその疑いがあると認められる

場合 

〇高齢者虐待等により、利用者等の生命又は身体の安全に危害を及ぼしていると認められる

場合又はその疑いがあると認められる場合 
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指定の取消・効力停止 

 都道府県知事等は、指定事業者が次の①～⑬のいずれかに該当するときには、指定を取り消すことができ

ます。また、期間を定めて、指定の全部または一部の効力を停止できます。なお、指定取消と効力の全部・

一部停止については、都道府県知事等が公示します。 

① 以下の「欠格事由」のいずれかに該当するようになったとき。

⑴ 禁錮以上の刑をうけ、その執行が終わっていないか、今後執行をうけることがある。

⑵-1 介護保険法その他国民の保健医療・福祉に関する所定の法律（※１）の規定により罰金刑をうけ、その執

行が終わっていないか、今後執行をうけることがある。 

⑵-2 労働に関する法律の所定の規定（※２）により罰金刑をうけ、その執行が終わっていないか、今後執行を

うけることがある。 

⑶ 法人が申請する場合に、その役員等の中に以下のいずれかに該当する者がいる。

ⅰ 禁錮以上の刑をうけ、その執行が終わっていないか、今後執行をうけることがある。

ⅱ-1 介護保険法その他国民の保健医療・福祉に関する所定の法律（※１）の規定により罰金刑をうけ、その

執行が終わっていないか、今後執行をうけることがある。 

ⅱ-2 労働に関する法律の所定の規定（※２）により罰金刑をうけ、その執行が終わっていないか、今後執行

をうけることがある。 

ⅲ (ア)指定取消事由該当、または(イ)介護サービス情報の報告に関する命令に従わなかったことにより、指

定を取り消され、取消日から５年が経過していない。（取消処分通知日前60日以内に、その法人の役員等・

法人でない事業所の管理者であった者を含む。）（取消し理由となった事実について組織的関与が認められ

ない場合を除く。） 

ⅳ 上記ⅲの(ア)または(イ)により、指定取消についての通知があり、その通知日から取消処分日・処分を行

わないことの決定日までの間に事業廃止の届出を行い、その届出日から５年が経過していない。（事業廃止

の届出について相当の理由がある場合を除く。） 

ⅴ 申請者が都道府県知事等による検査が行われた日から指定等の取消しの処分に係る聴聞を行うか否かの

決定をすることが見込まれる日までの間に、相当の理由なく廃止届を提出した者で、その届出日から５年が

経過していない。 

ⅵ 上記ⅳの事業廃止の届出を行った場合で、指定取消についての通知日前 60 日以内にその法人の役員等、

または法人でない事業所の管理者であった者で、その届出日から５年が経過していない。 

ⅶ 申請前５年以内に居宅サービス・地域密着型サービス・居宅介護支援・施設サービス・介護予防サービス・

地域密着型介護予防サービス・介護予防支援あるいはこれらに相当するサービスに関し不正または著しく不

当な行為をした。 

⑷ 法人でない事業所が申請する場合に、その管理者が上記⑶ⅰ～ⅶのいずれかに該当する。

② 市町村協議制等により指定の際に付された条件に違反したと認められるとき。

③ 人員基準を満たすことができなくなったとき。

④ 設備・運営基準（または介護予防のための効果的な支援方法の基準）に従って適正な事業運営をするこ

とができなくなったとき。

⑤ 要介護者（要支援者）の人格を尊重し、介護保険法および介護保険法にもとづく命令を遵守し、要介護

者（要支援者）のために忠実に職務を遂行しなければならないという義務に違反したと認められるとき。

⑥ 居宅介護サービス費（介護予防サービス費）の請求に関し不正があったとき。

⑦ 都道府県知事等・市町村長から報告または帳簿書類の提出・提示を命じられて、これに従わなかった、

あるいは虚偽の報告をしたとき。

⑧ 指定事業者・事業所従業者が次のa.～c.のいずれかの行為をしたとき（指定事業者が従業者について、

その行為の防止のため相当の注意・監督を尽くしていた場合を除く）

a. 都道府県知事等・市町村長から出頭をもとめられて応じなかった。

b. 都道府県知事等・市町村長の質問に答弁しなかった、あるいは虚偽の答弁をした。

c. 都道府県知事等・市町村長による検査を拒み、妨げ、あるいは忌避した。

⑨ 不正の手段により指定をうけた。

⑩ 介護保険法その他国民の保健医療・福祉に関する所定の法律（※３）に違反した、あるいはこれらの法

律にもとづく命令・処分に違反したとき。
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⑪ 上記①～⑩のほか、居宅サービス等に関し不正または著しく不当な行為をしたとき。

⑫ 法人の役員等のなかに、指定取消あるいは効力停止前５年以内に、居宅サービス等に関し不正または著

しく不当な行為をした者がいるとき。

⑬ 法人でない事業所の管理者が、指定取消あるいは効力停止前５年以内に、居宅サービス等に関し不正ま

たは著しく不当な行為をしたとき。

※１ 介護保険法施行令 第35条の２に規定する法律

※２ 介護保険法施行令 第35条の３に規定するもの

※３ 介護保険法施行令 第35条の５に規定する法律
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金

を
含

ま
ず
）
 

大
阪
府
 

指
定
の
効
力
の
 

一
部
停
止
３
か
月
 

(R
1.
8.
1～

10
.3
1)
 

訪
問
介
護
 

 
サ
ー
ビ
ス
提
供
記
録
の
作
成
及
び
整
備
並
び
に
訪
問
介
護
員
等
の
業
務
の
実
施
状

況
の
把
握
に
つ
い
て
、
平
成

30
年
の
実
地
指
導
に
お
い
て
指
導
を
受
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ
た
。
 

第
77

条
第
１
項
第

４
号
 

な
し
 

大
阪
府
 

指
定
の
効
力
の
 
 

一
部
停
止
３
か
月
 

(R
1.
12
.1
～
R2
.2
9)
 

訪
問
介
護
 

 
サ
ー
ビ
ス
提
供
記
録
の
作
成
及
び
整
備
に
つ
い
て
、
平
成

30
年
の
実
地
指
導
に
お

い
て
指
導
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ
た
。
 

第
77

条
第
１
項
第

４
号
 

な
し
 

大
阪
市
 

指
定
の
取
消
し
 

（
R1
.1
0.
31
）
 

訪
問
介
護
 

 
法
人
代
表
者
で
あ
り
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
管
理
者
兼
介
護
支
援
専
門
員
が
、
そ

の
立
場
を
利
用
し
て
、
利
用
者

12
名
に
対
し
、
平
成

29
年

2
月
か
ら
平
成
 
31

年

2
月
ま
で
の
間
、
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
行
っ
た
か
の
よ
う
に
装
い
、
介
護
報
酬
を
不
正
に
請
求
し
、
受
領
し
た
。 

ま
た
、
そ
の
不
正
を
隠
ぺ
い
す
る
た
め
に
、
虚
偽
作
成
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
票
を

虚
偽
作
成
す
る
前
の
情
報
に
書
き
替
え
、
証
拠
書
類
の
処
分
を
図
っ
た
。
 

第
77

条
第
１
項
第

６
号
 

不
正
請
求
に
係

る
返
還
額
 

5,
96
5,
97
1
円
 
 

（
加

算
金

を
含

む
）
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大
阪
市
 

指
定
の
取
消
し
 

（
R1
.1
0.
31
）
 

介
護
予
防
型
訪

問
サ
ー
ビ
ス
 

生
活
援
助
型
訪

問
サ
ー
ビ
ス
 

 
介
護
予
防
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
援
助
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
と
一
体
的
に
運
営
す

る
指
定
訪
問
介
護
に
お
い
て
、
介
護
給
付
費
の
請
求
に
関
す
る
不
正
が
行
わ
れ
た
。
 

第
11
5
条
の

45
の

９
第
１
項
第
６
号
 

な
し
 

東
大
阪
市
 

指
定
の
取
消
し
 

（
R1
.1
2.
1）

 

訪
問
介
護
 

（
第
１
号
事
業

含
む
）
 

 
新
規
指
定
の
申
請
に
当
た
り
、
実
際
の
勤
務
予
定
者
が

1
名
（
管
理
者
兼
サ
ー
ビ

ス
提
供
責
任
者
）
の
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訪
問
介
護
員
と
し
て
実
在
し
な

い
３
名
分
の
資
格
を
証
す
る
書
類
（
介
護
福
祉
士
登
録
証
の
写
し
）
を
不
正
に
作
成

し
、
勤
務
予
定
者
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
員
基
準
を
満
た
し
て
い
る
よ

う
に
装
っ
て
事
業
所
の
指
定
を
受
け
た
。
 

上
記
の
実
在
し
な
い
訪
問
介
護
員
の
う
ち
１
名
が
退
職
し
た
と
し
て
事
業
の
休

止
を
届
け
出
た
後
、
訪
問
介
護
員
と
し
て
更
に
実
在
し
な
い
１
名
分
の
資
格
を
証
す

る
書
類
（
介
護
福
祉
士
登
録
証
の
写
し
）
を
不
正
に
作
成
し
、
新
た
な
勤
務
予
定
者

と
す
る
こ
と
で
人
員
基
準
を
満
た
し
て
い
る
よ
う
に
装
っ
て
事
業
の
再
開
を
届
け
出

た
。
 

第
77

条
第
１
項
第

９
号
及
び
第

10
号
 

第
11
5
条
の

45
の

９
第
５
号
及
び
第

６
号
 

な
し
 

忠
岡
町
 

指
定
の
効
力
の
 

一
部
停
止
６
か
月
 

(R
2.
1.
1～

6.
30
) 

通
所
介
護
 
 

（
第
１
号
事
業
 

含
む
）
 

 
新
規
指
定
申
請
時
に
人
員
基
準
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
人
員
基
準
に
合
わ
せ
た
虚
偽
の
申
請
書
類
を
提
出
し
、
指
定
を
受
け
た
。
 

ま
た
、
処
遇
改
善
加
算
の
算
定
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
不
正
に

加
算
を
請
求
し
た
。
 

監
査
時
に
お
い
て
、
虚
偽
申
請
の
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
書
類
を
改
ざ

ん
し
た
う
え
、
虚
偽
の
答
弁
を
行
っ
た
。
 

第
77

条
第
１
項
第

６
号
、
第
７
号
、
第

８
号
及
び
第
９
号
 

第
11
5
条
の

45
の

９
第
１
項
第
２
号

及
び
第
５
号
 

不
正

請
求

に
係

る
返
還
額
 

50
,2
98

円

（
加

算
金

を
含

ま
ず
）
 

14



茨
木
市
 

指
定
の
効
力
の
 

全
部
停
止
３
か
月
 

(R
1.
8.
1～

10
.3
1)
 

訪
問
介
護
 

・
実
地
指
導
に
対
す
る
改
善
報
告
を
提
出
す
る
際
、
全
利
用
者
に
つ
い
て
自
主
点
検

を
行
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
記
録
が
な
い
請
求
を
過
誤
調
整
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
複
数
の
利
用
者
に
つ
い
て
過
誤
調
整
及
び
報
告
を
し
な

か
っ
た
。

・
サ
ー
ビ
ス
提
供
記
録
に
サ
ー
ビ
ス
を
断
ら
れ
た
記
録
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

介
護
給
付
費
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。

・
サ
ー
ビ
ス
提
供
実
績
の
記
録
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
給
付
費
を
不
正
に

請
求
し
受
領
し
た
。

・
同
一
利
用
者
に
対
し
別
の
ヘ
ル
パ
ー
名
で
同
一
時
刻
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
記
録
が
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
、
介
護
給
付
費
を
不
正
に
請
求

し
受
領
し
た
。

・
一
人
の
ヘ
ル
パ
ー
が
、
同
日
同
時
間
帯
に
複
数
の
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
た

記
録
が
あ
り
、
誰
が
、
い
つ
サ
ー
ビ
ス
に
入
っ
た
か
不
明
で
あ
り
な
が
ら
、
介
護

給
付
費
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。

・
２
時
間
未
満
の
間
隔
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
要
時
間
の

合
算
を
行
わ
ず
に
、
介
護
給
付
費
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。

・
身
体
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て
、
算
定
す
る
時
間
に
満
た
な
い
も
の
を
不

正
に
請
求
し
受
領
し
た
。

第
77

条
第
１
項
第

６
号
 

不
正
請
求
に
係

る
返
還
額

46
4,
03
2
円
 

（
加

算
金

を
含

ま
ず
）
 

大
阪
市
 

指
定
の
取
消
し
 

（
R2
.4
.3
0）

 

訪
問
介
護
 

（
第
１
号
事
業

含
む
）
 

利
用
者

20
名
に
つ
い
て
、
20
17

年
（
平
成

29
年
）
１
月
か
ら

20
19

年
（
令
和
元

年
）
9
月
ま
で
間
、
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
た
か
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
票
に
実
績
を
架
空
に
計
上
し
、

介
護
給
付
費
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。
 

介
護
保
険
法
第

77

条
第
１
項
第
６
号
 

第
11
5
条
の

45
の

９
第
６
号
 

不
正
請
求
に
係

る
返
還
額

48
,2
39
,0
48

円
 

（
加

算
金

を
含

む
）
 

堺
市
 

指
定
の
取
消
し
 

（
R2
.1
0.
11
）
 

訪
問
介
護
 

（
第
１
号
事
業

含
む
）
 

実
際
に
は
提
供
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
か
の
よ
う
に
虚
偽
の
提
供
記

録
等
を
作
成
し
、
介
護
給
付
費
及
び
介
護
予
防
給
付
費
を
請
求
し
、
受
領
し
た
。
 

実
際
に
は
行
っ
て
い
な
い
介
護
職
員
に
対
す
る
処
遇
改
善
の
実
績
を
報
告
し
、
介

護
職
員
処
遇
改
善
加
算
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。
 

第
77

条
第
１
項
第

６
号
 

第
11
5
条
の

45
の

９
第
２
号
 

不
正

請
求

に
係

る
返
還
額
 

11
,9
84
,3
77

円
 

（
加

算
金

を
含

む
）
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東
大
阪
市
 

指
定
の
効
力
の
 

全
部
停
止
６
か
月
 

(R
3.
2.
1～

7.
31
) 

訪
問
介
護
 

（
第
１
号
事
業

含
む
）
 

・
複
数
回
に
わ
た
り
、
実
際
に
は
提
供
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
記
録
等
の
書
類
を
作
成
し
た
う
え
、
そ
の
報
酬
を
不
正
に
請
求
し
、
受
領

し
た
。

・
一
部
の
利
用
者
に
つ
い
て
同
一
建
物
減
算
を
適
用
せ
ず
報
酬
を
不
正
に
請
求
し
、

受
領
し
た
。

・
指
定
に
係
る
事
業
所
と
は
別
に
所
在
す
る
施
設
内
に
事
業
所
と
し
て
の
実
体
を
有

す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拠
点
を
設
け
、
当
該
施
設
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対
し
、

同
所
を
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
た
。

第
77

条
第
１
項
第

６
号
及
び
第

10
号
 

第
11
5
条
の

45
の

９
第
２
号
及
び
第

６
号
 

不
正

請
求

に
係

る
返
還
額
 

1,
83
5,
36
3
円
 
 

（
加

算
金

を
含

む
）
 

柏
原
市
 

指
定
の
取
消
し
 

（
R2
.8
.3
1）

 

訪
問
介
護
 

（
第
１
号
事
業

含
む
）
 

 
令
和
元
年
１
１
月
８
日
よ
り
実
施
し
た
監
査
に
お
い
て
、
法
人
代
表
者
に
帳
簿
書

類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
を
求
め
た
が
、
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
。
 

 
監
査
に
お
い
て
、
市
か
ら
事
実
確
認
を
す
る
た
め
に
再
三
連
絡
を
し
た
が
、
こ
れ

に
応
じ
ず
、
事
業
所
の
営
業
の
所
在
を
不
明
な
状
態
に
し
、
監
査
の
進
行
を
妨
げ
た
。 

第
77

条
第
１
項
第

７
号
及
び
第
８
号
 

法
第

11
5
条
の

45

の
９
第
１
項
第
６

号
 

な
し
 

泉
佐
野
市
 

指
定
の
取
消
し

（
R3
.3
.2
4）

 
訪
問
介
護
 

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
行
っ
た
旨
を
記
載
し
 

た
虚
偽
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
記
録
を
作
成
し
、
介
護
給
付
費
を
請
求
、
受
領
し
た
。
  

ま
た
監
査
時
に
虚
偽
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
記
録
の
報
告
を
行
っ
た
。
 

第
77

条
第
１
項
第
 

６
号
及
び
第
７
号
 

不
正

請
求

に
係
 

る
返
還
額
 

約
12
6,
21
8,
00
0 

円
（
加
算
金
を
含

む
。）

 

八
尾
市
 

指
定
の
取
消
し
 

（
R3
.3
.2
6）

 

訪
問
介
護
 

（
第
１
号
事
業

含
む
）
 

 
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
指
定
同
行
援
護
・
居
宅
介
護
・
重
度
訪
問
介
護
事
業
所

に
お
い
て
、
指
定
取
消
処
分
に
相
当
す
る
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
違
反
す
る
行
為
が
認
め
ら
れ
た
。
 

法
第

77
条
第
１
項

第
10

号
 

な
し
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堺
市
 

指
定
の
効
力
の
 

全
部
停
止
３
か
月
 

(R
3.
12
.2
8～

R4
.3
.2
7)
 

訪
問
介
護
 

介
護
予
防
訪
問

サ
ー
ビ
ス
 

 
利
用
者
に
対
し
て
入
浴
介
助
の
後
な
ど
に
つ
な
ぎ
服
を
着
用
さ
せ
、
身
体
的
拘
束

を
行
っ
た
。
 

 
実
際
に
は
買
物
同
行
を
提
供
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
か
の
よ
う
に
虚
偽
の
記
録
を
作
成
し
、
不
正
請
求
を
行
っ
た
。
 

第
77

条
第
１
項
第

５
号
及
び
第
６
号
 

第
1
1
5
条
の

4
5
の

９
第
６
号
 

不
正
請
求
に
係

る
返
還
額

4,
54
9,
33
5
円
 

（
加

算
金

を
含

む
。）

 

松
原
市
 

指
定
の
取
消
し
 

（
R4
.7
.1
9）

 

訪
問
介
護
 

（
第
１
号
事
業

含
む
）
 

・
管
理
者
が
常
時
勤
務
し
て
い
な
い
期
間
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
態
と
し
て
管
理
者

を
配
置
し
て
い
な
い
期
間
が
あ
っ
た
。
 

・
実
態
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
を
配
置
し
て
い
な
い
期
間
が
あ
っ
た
。

・
管
理
者
に
よ
る
従
業
者
の
管
理
及
び
業
務
の
管
理
等
が
一
元
的
に
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
、
従
業
者
へ
の
運
営
基
準
遵
守
の
た
め
の
指
揮
命
令
も
お
こ
な
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
 

・
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
が
訪
問
介
護
計
画
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
以
外
の
者
が
作
成
し
た
訪
問
介
護
計
画
書
を
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
責
任
者
が
作
成
し
た
か
の
よ
う
に
偽
装
し
た
。
 

・
実
態
と
し
て
配
置
す
べ
き
従
業
者
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
指
定
権
者
に
届
け
出
ず
事
業
を
継
続
し
、
介
護
給
付

費
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。
 

・
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
算
定
要
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
れ
を
満
た
し
て
い
る
と
す
る
虚
偽
の
計
画
書
を
提
出
し
、
当
該
加
算
分
の

介
護
給
付
費
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。
 

・
実
態
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
と
し
て
の
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
者
を
サ

ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
と
す
る
虚
偽
の
変
更
届
出
書
を
提
出
し
、
人
員
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
偽
装
し
た
。
 

・
実
際
の
配
置
日
と
は
異
な
る
日
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
を
配
置
し
た
と
す
る

虚
偽
の
変
更
届
出
書
を
提
出
し
、
人
員
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
偽
装

し
た
。
 

第
77

条
第
１
項
第

３
号
、
第
４
号
、
第

６
号
、
第

11
号
及

び
第

11
5
条
の

45

の
９
第
６
号
 

不
正
請
求
に
係

る
返
還
額
 

約
67
,1
69
,0
00

円
（
加
算
金
を
含

ま
ず
。）
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茨
木
市
 

指
定
の
取
消
し
 

（
R4
.5
.3
1）

 

訪
問
介
護
（
第

１
号
事
業
含

む
）
 

・
令
和
元
年
６
月
か
ら
令
和
２
年
２
月
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
要
介
護
の
利
用
者

に
つ
い
て
、
訪
問
介
護
員
の
資
格
が
な
い
従
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
名
前
を
サ
ー
ビ
ス
実

施
記
録
に
記
載
し
、
介
護
報
酬
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。
 

・
要
介
護
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
要
支
援
か
ら
要
介
護
に
区
分
変
更
に
な
っ
た
際
に

訪
問
介
護
計
画
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
提
供
し
た
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
９
月
の
介
護
報
酬
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。
 

・
要
支
援
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
で
な
い
者
が
訪
問
介
護
計

画
を
作
成
し
、
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
２
年

９
月
ま
で
第
１
号
事
業
支
給
費
を
不
正
に
請
求
し
受
領
し
た
。
 

・
元
従
業
者
に
よ
る
日
中
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
記
録
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

法
人
代
表
者
が
、
元
従
業
者
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
た

め
、
９
時
か
ら
17
時
以
外
の
時
間
の
み
ヘ
ル
パ
ー
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
旨
の
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
。
 

・
第
１
号
事
業
（
訪
問
介
護
相
当
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
）
と
一
体
的
に

運
営
す
る
介
護
保
険
法
上
の
訪
問
介
護
に
お
い
て
、
介
護
給
付
費
の
請
求
に
関
す

る
不
正
及
び
虚
偽
の
答
弁
が
行
わ
れ
た
。
 

第
77

条
第
１
項
第

６
号
及
び
第
８
号

第
11
5
条
の

45
の

９
第
２
号
及
び
６

号
 

不
正
請
求
に
係

る
返
還
額

28
6,
28
2
円
 

（
加

算
金

を
含

ま
ず
。）
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地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対
す
る
主
な
指
導
事
項

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
共
通

項
目

よ
く
あ
る
指
摘
事
項

改
善
ポ
イ
ン
ト

【設
備

に
関

す
る

基
準

】

設
備

及
び

備
品

等

○
変

更
届

を
失

念
し

て
い

る
ケ

ー
ス

が
見

受
け

ら
れ

た
。

・専
用

区
画

の
配

置
等

を
変

更
し

た
場

合
は

、
速

や
か

に
枚

方
市

へ
届

け
出

る
こ

と
。

【運
営

に
関

す
る

基
準

】

内
容

及
び

手
続

の
説

明
及

び
同

意

○
「重

要
事

項
説

明
書

」
と
「運

営
規

程
」
に

必
要

な
項

目
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

。

〇
「重

要
事

項
説

明
書

」
と
「運

営
規

程
」
の

記
載

内
容

に
相

違
が

あ
る

。

○
契

約
を

行
っ
た

後
で

重
要

事
項

の
説

明
を

行
っ
て

い
る

。

○
利

用
料

が
、
利

用
者

負
担

割
合

２
割

及
び

３
割

の
利

用
者

に
対

応
す

る
内

容
と
な

っ
て

い
な

い
。

○
重

要
事

項
説

明
書

等
の

書
面

に
第

三
者

評
価

の
実

施
状

況
が

掲
載

さ
れ

て
い

な
い

。

・運
営

規
程

の
内

容
を

基
本

に
し

て
整

合
さ

せ
る

こ
と
。

・サ
ー

ビ
ス

提
供

の
開

始
の

際
に

、
あ

ら
か

じ
め

重
要

事
項

の
説

明
を

行
う
こ

と
。

・利
用

料
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

負
担

割
合

に
応

じ
て

説
明

を
行

う
こ

と
。

・同
意

の
署

名
に

つ
い

て
、
利

用
者

が
判

断
能

力
の

低
下

な
ど
自

ら
署

名
で

き
な

い
場

合
に

つ
い

て
は

、
当

該
利

用
者

の
家

族
、
法

定
後

見
又

は
任

意
後

見
と
し

て
家

庭

裁
判

所
の

後
見

開
始

の
決

定
を

受
け

た
後

見
人

若
し

くは
そ

の
他

成
年

後
見

人
制

度
を

補
完

す
る

公
的

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
保

佐
人

、
補

助
人

に
準

じ
る

も
の

と
当

該
利

用

者
の

介
護

支
援

専
門

員
と
が

連
携

し
て

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
で

代
理

署
名

の
方

法
を

明
ら

か
に

し
て

お
くと

と
も

に
、
代

筆
署

名
に

つ
い

て
は

利
用

者
家

族
等

が
代

筆
者

で
あ

る
こ

と
を

添
え

て
、
当

該
利

用
者

の
署

名
の

代
筆

を
行

う
な

ど
適

切
な

対
応

を
あ

ら
か

じ
め

定
め

、
適

切
に

実
施

す
る

こ
と
。

・「
重

要
事

項
説

明
書

」に
つ

い
て

、
「提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

第
三

者
評

価
の

実
施

状
況

（
実

施
の

有
無

、
実

施
し

た
直

近
の

年
月

日
、
実

施
し

た
評

価
機

関
の

名
称

、

評
価

結
果

の
開

示
状

況
）

」を
記

載
す

る
こ

と
。

・第
三

者
評

価
の

実
施

の
無

い
場

合
は

、
現

状
実

施
し

て
い

な
い

旨
を

掲
載

す
る

こ
と
。

参
考

：
「高

齢
者

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

に
お

け
る

第
三

者
評

価
の

実
施

に
係

る
留

意
事

項
に

つ
い

て
」

（
平

成
3
0
年

３
月

2
6
日

付
け

老
発

０
３

２
６

第
８

号
）

心
身

の
状

況
等

の
把

握
○

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

当
た

り
、
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

等
を

通
じ

て
、
利

用
者

の
心

身
の

状
況

、
置

か
れ

て
い

る

環
境

、
他

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
又

は
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

に
つ

い
て

把
握

す
る

こ
と
。

・サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
の

記
録

を
作

成
し

、
保

管
し

て
お

くこ
と
。

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
の

記
録

〇
サ

ー
ビ

ス
の

開
始

時
刻

・終
了

時
刻

が
、
実

際
の

時
間

で
は

な
く
、
個

別
サ

ー
ビ

ス
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
標

準
的

な
時

間
と
な

っ
て

い
る

。

〇
利

用
者

の
心

身
の

状
況

の
記

録
が

な
い

、
ま

た
は

、
単

に
サ

ー
ビ

ス
内

容
を

記
載

し
た

も
の

等
記

録
と
し

て
不

十

分
な

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

〇
個

別
サ

ー
ビ

ス
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
内

容
が

未
実

施
の

場
合

の
理

由
等

の
記

載
が

な
い

。

〇
サ

ー
ビ

ス
の

開
始

（
終

了
）

に
あ

た
っ
て

、
利

用
者

の
被

保
険

者
証

に
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

、
施

設
の

名
称

、
入

居
日

、
退

居
日

の
記

載
が

さ
れ

て
い

な
い

。
（

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

の
み

）

・サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

た
際

の
、
提

供
日

、
提

供
し

た
具

体
的

な
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

、
利

用
者

の
心

身
の

状
況

、
そ

の
他

必
要

な
事

項
（

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
の

氏
名

な
ど
）

を

記
録

す
る

こ
と
。

・「
利

用
者

の
心

身
の

状
況

」の
記

録
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
活

か
す

た
め

に
、
利

用
者

の
心

身
の

状
況

に
つ

い
て

把
握

し
た

内
容

を
具

体
的

に
記

録

す
る

こ
と
。
（

例
：

「咳
が

続
い

て
い

る
」「

食
事

の
呑

み
込

み
が

悪
く
な

っ
た

」「
体

調
が

よ
か

っ
た

の
で

外
出

し
た

」等
、
体

調
な

ど
の

変
化

に
も

注
意

し
た

記
載

内
容

と
す

る
。
）

・個
別

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
た

内
容

が
未

実
施

の
場

合
に

は
、
そ

の
理

由
等

に
つ

い
て

記
録

す
る

こ
と
。

・サ
ー

ビ
ス

の
開

始
（

終
了

）
に

あ
た

っ
て

は
、
利

用
者

の
被

保
険

者
証

に
サ

ー
ビ

ス
開

始
（

終
了

）
年

月
日

、
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

、
施

設
の

名
称

を
記

載
す

る
こ

と
。
(認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
の

み
)

19



利
用

料
の

受
領

○
交

付
す

る
領

収
証

に
保

険
給

付
対

象
額

、
そ

の
他

の
費

用
、
医

療
費

控
除

対
象

額
を

区
分

し
て

記
載

し
、

当
該

そ
の

他
の

費
用

の
額

に
つ

い
て

は
そ

れ
ぞ

れ
個

別
の

費
用

ご
と
に

区
分

し
て

記
載

し
て

い
な

い
。

○
医

療
費

控
除

対
象

額
に

含
ま

れ
な

い
額

を
記

載
し

て
い

る
。

○
医

療
費

控
除

額
を

記
載

し
て

い
な

い
。

・医
療

費
控

除
の

対
象

と
な

り
う
る

サ
ー

ビ
ス

①
医

療
費

控
除

の
対

象
と
な

る
サ

ー
ビ

ス
（

医
療

系
サ

ー
ビ

ス
）

（
介

護
予

防
）

訪
問

看
護

、
（

介
護

予
防

）
訪

問
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョン
、
（

介
護

予
防

）
居

宅
療

養
管

理
指

導
、
（

介
護

予
防

）
通

所
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョン
、

（
介

護
予

防
）

短
期

入
所

療
養

介
護

、
定

期
巡

回
・随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

（
一

体
型

事
業

所
で

訪
問

看
護

を
利

用
す

る
場

合
）

、
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

、
介

護
老

人
保

健
施

設
、
介

護
療

養
型

医
療

施
設

、
介

護
医

療
院

②
①

の
在

宅
サ

ー
ビ

ス
と
併

せ
て

利
用

す
る

場
合

に
、
医

療
費

控
除

の
対

象
と
な

る
サ

ー
ビ

ス
（

定
率

負
担

の
み

対
象

）

訪
問

介
護

（
生

活
援

助
中

心
型

を
除

く）
、
夜

間
対

応
型

訪
問

介
護

、
（

介
護

予
防

）
訪

問
入

浴
介

護
、
通

所
介

護
、
地

域
密

着
型

通
所

介
護

、
（

介
護

予

防
）

認
知

症
対

応
型

通
所

介
護

、
（

介
護

予
防

）
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

、
（

介
護

予
防

）
短

期
入

所
生

活
介

護
、
定

期
巡

回
・随

時
対

応
型

訪
問

介

護
看

護
（

一
体

型
事

業
所

で
訪

問
看

護
を

利
用

し
な

い
場

合
と
連

携
型

事
業

所
の

場
合

）
、
地

域
支

援
事

業
の

訪
問

型
サ

ー
ビ

ス
（

生
活

援
助

中
心

型
除

く
）

・通

所
型

サ
ー

ビ
ス

③
２

分
の

１
が

医
療

費
控

除
の

対
象

と
な

る
サ

ー
ビ

ス
（

食
費

・居
住

費
も

対
象

と
な

る
。
）

介
護

老
人

福
祉

施
設

、
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護

④
医

療
費

控
除

の
対

象
外

の
サ

ー
ビ

ス

訪
問

介
護

（
生

活
援

助
中

心
型

）
、
（

介
護

予
防

）
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
、
（

介
護

予
防

）
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

、
地

域
密

着
型

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
、
（

介
護

予
防

）
福

祉
用

具
貸

与
、
地

域
支

援
事

業
の

訪
問

型
サ

ー
ビ

ス
（

生
活

援
助

中
心

型
）

※
上

記
の

サ
ー

ビ
ス

類
型

に
か

か
わ

ら
ず

、
介

護
福

祉
士

等
に

よ
る

喀
痰

吸
引

等
の

対
価

に
つ

い
て

は
、
医

療
費

控
除

の
対

象
と
な

る
（

居
宅

サ
ー

ビ
ス

等
に

要
す

る
費

用

に
係

る
自

己
負

担
額

の
1
0
分

の
１

が
医

療
費

控
除

の
対

象
）

。

サ
ー

ビ
ス

計
画

○
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

作
成

に
あ

た
っ
て

、
そ

の
内

容
に

つ
い

て
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
、
説

明
・同

意
及

び

交
付

が
さ

れ
て

い
な

い
。

○
サ

ー
ビ

ス
計

画
作

成
に

つ
い

て
、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
関

わ
る

従
業

者
が

共
同

し
て

利
用

者
ご

と
に

作
成

し
、
協

議
さ

れ
た

内
容

に
つ

い
て

記
録

さ
れ

て
い

な
い

。

○
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

作
成

日
又

は
同

意
日

が
サ

ー
ビ

ス
提

供
後

と
な

っ
て

い
る

。

○
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

具
体

的
な

サ
ー

ビ
ス

に
対

し
て

の
評

価
が

行
わ

れ
て

い
な

い
。

・サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
、
利

用
者

の
心

身
の

状
況

、
希

望
、
そ

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
を

踏
ま

え
て

、
他

の
介

護
従

業
者

と
協

議
の

上
、
援

助
の

目
標

、
当

該
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
具

体
的

な
サ

ー
ビ

ス
内

容
等

を
記

載
す

る
こ

と
。

・サ
ー

ビ
ス

計
画

に
つ

い
て

は
、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
関

わ
る

従
業

者
が

共
同

し
て

利
用

者
ご

と
に

作
成

し
、
協

議
さ

れ
た

内
容

に
つ

い
て

記
録

す
る

こ
と
。

・サ
ー

ビ
ス

計
画

に
つ

い
て

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
て

説
明

し
、
サ

ー
ビ

ス
提

供
前

に
利

用
者

の
同

意
を

得
て

お
くこ

と
。
ま

た
、
当

該
サ

ー
ビ

ス
計

画
を

利
用

者
に

交

付
す

る
こ

と
。

・サ
ー

ビ
ス

計
画

に
つ

い
て

、
利

用
者

の
同

意
及

び
交

付
を

行
っ
た

場
合

は
、
同

意
日

及
び

交
付

日
を

記
載

す
る

こ
と
。

・サ
ー

ビ
ス

計
画

の
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
具

体
的

な
サ

ー
ビ

ス
に

対
し

て
の

評
価

を
行

う
こ

と
。
ま

た
、
評

価
し

た
内

容
に

つ
い

て
は

次
の

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
反

映
さ

せ
る

こ

と
。

保
険

外
サ

ー
ビ

ス

○
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
と
保

険
外

サ
ー

ビ
ス

が
、
同

じ
運

営
規

程
等

で
定

め
ら

れ
て

い
る

。

○
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
と
保

険
外

サ
ー

ビ
ス

の
会

計
が

区
分

さ
れ

て
い

な
い

。

【認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

】

〇
預

か
り
金

に
関

す
る

規
程

等
が

作
成

さ
れ

て
い

な
い

。

・利
用

者
間

の
公

平
及

び
利

用
者

の
保

護
の

観
点

か
ら

、
法

定
代

理
受

領
サ

ー
ビ

ス
で

な
い

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
た

際
に

、
そ

の
利

用
者

か
ら

支
払

を

受
け

る
利

用
料

の
額

と
、
法

定
代

理
受

領
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
に

係
る

費
用

の
額

の
間

に
、
一

方
の

管
理

経
費

の
他

方
へ

の
転

嫁
等

に
よ

る
不

合
理

な
差

額
を

設
け

な
い

こ
と
。

な
お

、
そ

も
そ

も
介

護
保

険
給

付
の

対
象

と
な

る
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
次

の
よ

う
サ

ー
ビ

ス
と
明

確
に

区
分

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

、
次

の
よ

う
な

方
法

に
よ

り

別
の

料
金

設
定

を
し

て
差

し
支

え
な

い
。

イ
利

用
者

に
、
当

該
事

業
が

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

と
は

別
事

業
で

あ
り
、
当

該
サ

ー
ビ

ス
が

介
護

保
険

給
付

の
対

象
と
な

ら
な

い
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

こ
と
を

説
明

し
、
理

解
を

得
る

こ
と
。

ロ
当

該
事

業
の

目
的

、
運

営
方

針
、
利

用
料

等
が

、
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

運
営

規
程

と
は

別
に

定
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

ハ
会

計
が

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

の
会

計
と
区

分
さ

れ
て

い
る

こ
と
。

・介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

と
保

険
外

サ
ー

ビ
ス

を
同

時
一

体
的

に
提

供
す

る
こ

と
や

、
特

定
の

介
護

職
員

に
よ

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
た

め
の

指
名

料
や

、
繁

忙
期

・繁
忙

時
間

帯
に

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

た
め

の
時

間
指

定
料

と
し

て
利

用
者

の
自

費
負

担
に

よ
る

上
乗

せ
料

金
を

徴
収

す
る

こ
と
に

つ
い

て
は

、
単

に
生

活
支

援
の

利
便

性
の

観
点

か
ら

、
自

立
支

援
・重

度
化

防
止

と
い

う
介

護
保

険
の

目
的

に
そ

ぐ
わ

な
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

助
長

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と
や

、
家

族
へ

の
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

目

的
と
し

て
介

護
保

険
を

利
用

し
よ

う
と
す

る
な

ど
、
利

用
者

本
人

の
ニ

ー
ズ

に
か

か
わ

ら
ず

家
族

の
意

向
に

よ
っ
て

サ
ー

ビ
ス

提
供

が
左

右
さ

れ
る

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と
、
指

名
料

・

時
間

指
定

料
を

支
払

え
る

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

優
先

さ
れ

、
社

会
保

険
制

度
と
し

て
求

め
ら

れ
る

公
平

性
を

確
保

で
き

な
くな

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
等

が
指

摘
さ

れ
て

お
り
、
認

め
て

い
な

い
。

参
考

：
「介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
と
保

険
外

サ
ー

ビ
ス

を
組

み
合

わ
せ

て
提

供
す

る
場

合
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」
介

護
保

険
最

新
情

報
V
o
l.
6
7
8
（

平
成

3
0
年

9
月

2
8
日

）
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○
介

護
保

険
法

の
基

準
に

お
け

る
常

勤
の

考
え

方
を

誤
っ
て

理
解

し
て

い
る

為
、
人

員
基

準
を

満
た

し
て

い
な

か
っ
た

。

○
翌

月
の

勤
務

表
が

前
月

末
ま

で
に

作
成

さ
れ

て
い

な
い

。

○
勤

務
表

が
事

業
所

ご
と
に

作
成

さ
れ

て
い

な
い

。

○
従

業
者

の
勤

務
状

況
に

つ
い

て
、
従

業
者

が
勤

務
し

た
こ

と
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
。

・常
勤

と
は

当
該

事
業

所
に

お
け

る
勤

務
時

間
が

、
当

該
事

業
所

に
お

い
て

定
め

ら
れ

て
い

る
常

勤
の

従
業

者
が

勤
務

す
べ

き
時

間
数

（
3
2
時

間
を

下
回

る
場

合
は

3
2

時
間

を
基

本
と
す

る
。
）

に
達

し
て

い
る

こ
と
を

い
う
。

・非
常

勤
職

員
の

勤
務

状
況

に
つ

い
て

、
事

業
所

で
従

事
し

て
い

る
時

間
等

が
明

確
に

分
か

る
よ

う
出

勤
簿

を
整

備
す

る
こ

と
。

・法
人

代
表

、
役

員
が

管
理

者
等

の
常

勤
従

業
者

と
な

リ
雇

用
契

約
が

必
要

と
さ

れ
な

い
場

合
で

あ
っ
て

も
、
勤

務
時

間
、
職

務
の

内
容

等
を

明
確

に
す

る
こ

と
。
ま

た
、
人

員
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と
を

確
認

す
る

た
め

、
出

勤
簿

等
を

整
備

す
る

こ
と
。

○
雇

用
契

約
書

も
し

く
は

労
働

条
件

通
知

書
等

に
よ

り
当

該
事

業
所

管
理

者
の

指
揮

命
令

下
に

あ
る

こ
と
及

び

職
務

の
内

容
が

明
確

に
さ

れ
て

い
な

い
。

・
常

勤
・非

常
勤

を
問

わ
ず

、
従

業
者

に
労

働
条

件
（

雇
用

期
間

、
就

業
場

所
、
従

事
す

る
業

務
（

兼
務

の
職

務
）

、
勤

務
時

間
等

）
を

書
面

で
示

す
こ

と
。
（

労

働
条

件
通

知
書

・雇
用

契
約

書
等

を
作

成
し

、
交

付
す

る
）

・雇
用

契
約

書
の

内
容

に
つ

い
て

変
更

が
あ

っ
た

場
合

は
、
再

度
雇

用
契

約
書

を
締

結
す

る
な

ど
、
適

切
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と
。

○
従

業
員

等
の

資
質

向
上

に
関

す
る

研
修

の
機

会
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

。

○
研

修
（

内
部

、
外

部
を

含
む

）
の

実
施

記
録

等
が

保
存

さ
れ

て
い

な
い

。

〇
研

修
が

必
要

要
件

と
な

っ
て

い
る

職
務

に
つ

い
て

、
研

修
を

受
講

し
て

い
る

こ
と
が

確
認

で
き

な
い

。

・前
年

末
に

翌
年

度
の

年
間

計
画

を
立

て
る

な
ど
計

画
的

に
研

修
を

行
う
こ

と
。

・外
部

研
修

へ
参

加
し

そ
の

内
容

に
つ

い
て

伝
達

研
修

を
行

う
な

ど
、
従

業
員

の
資

質
の

向
上

に
取

り
組

む
こ

と
。

・研
修

実
施

後
は

資
料

等
も

含
め

、
記

録
を

残
す

こ
と
。
加

算
の

要
件

と
な

っ
て

い
る

研
修

に
つ

い
て

は
、
記

録
が

な
い

場
合

、
実

施
さ

れ
て

い
た

と
は

認
め

ら
れ

ず
、
加

算
の

要
件

を
満

た
さ

な
い

場
合

が
あ

る
。

・指
定

申
請

又
は

変
更

届
出

書
の

提
出

の
際

、
誓

約
書

対
応

と
な

っ
た

事
業

所
に

つ
い

て
は

、
研

修
終

了
後

速
や

か
に

枚
方

市
に

所
定

の
研

修
の

修
了

証
を

提
出

す
る

こ
と
。

〇
い

わ
ゆ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

に
向

け
た

必
要

な
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

な
い

。
・職

場
に

お
け

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

内
容

及
び

職
場

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
行

っ
て

は
な

ら
な

い
旨

の
方

針
を

明
確

化
し

、
従

業
者

に
周

知
・啓

発
す

る
こ

と
。

・相
談

に
対

応
す

る
担

当
者

を
定

め
る

こ
と
等

に
よ

り
、
相

談
へ

の
対

応
の

た
め

の
窓

口
を

定
め

、
従

業
者

に
周

知
す

る
こ

と
。

非
常

災
害

対
策

〇
非

常
災

害
に

関
す

る
具

体
的

計
画

を
策

定
し

て
い

な
い

。

〇
防

火
管

理
者

が
選

任
さ

れ
て

い
な

い
。

〇
避

難
訓

練
を

年
に

２
回

以
上

実
施

し
て

い
な

い
。

〇
備

蓄
品

等
の

備
蓄

が
さ

れ
て

い
な

い
。

・計
画

の
策

定
、
防

火
管

理
者

の
選

任
及

び
避

難
訓

練
の

通
知

に
つ

い
て

は
、
消

防
機

関
に

届
出

を
す

る
こ

と
。

衛
生

管
理

等

○
管

理
者

が
従

業
者

の
健

康
診

断
の

結
果

を
把

握
す

る
等

の
管

理
を

行
っ
て

い
な

い
。

○
感

染
症

予
防

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

し
、
従

業
者

に
周

知
す

る
、
な

ど
、
従

業
員

が
感

染
源

と
な

ら
な

い
た

め
の

措

置
が

と
ら

れ
て

い
な

い
。

○
事

業
者

（
通

所
系

サ
ー

ビ
ス

・施
設

系
サ

ー
ビ

ス
）

が
事

業
所

内
で

の
食

中
毒

及
び

感
染

症
の

発
生

を
防

止

す
る

た
め

の
措

置
を

と
っ
て

い
な

い
。

・雇
用

形
態

、
勤

務
時

間
に

関
わ

ら
ず

す
べ

て
の

従
業

員
等

の
健

康
状

態
に

つ
い

て
管

理
を

行
う
こ

と
。

・深
夜

業
を

1
週

に
1
回

以
上

ま
た

は
1
月

に
4
回

以
上

行
う
従

業
員

等
に

つ
い

て
は

6
か

月
以

内
ご

と
に

１
回

健
康

診
断

を
実

施
す

る
こ

と
。

秘
密

保
持

等

【従
業

者
の

秘
密

保
持

に
つ

い
て

】

○
従

業
者

の
在

職
中

及
び

退
職

後
に

お
け

る
、
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

の
個

人
情

報
に

関
す

る
秘

密
保

持
に

つ
い

て
、
事

業
者

と
従

業
者

間
の

雇
用

契
約

、
就

業
規

則
、
労

働
条

件
通

知
書

、
誓

約
書

等
で

取
り
決

め
が

行
わ

れ
て

い
な

い
。

【個
人

情
報

の
使

用
同

意
に

つ
い

て
】

○
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

の
個

人
情

報
を

用
い

る
こ

と
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
か

ら
文

書
に

よ
る

同
意

が
得

ら
れ

て
い

な
い

。

【個
人

情
報

の
取

扱
い

の
徹

底
に

つ
い

て
】

〇
運

営
規

程
や

重
要

事
項

説
明

書
に

、
平

成
2
9
年

5
月

2
9
日

に
廃

止
さ

れ
た

「医
療

・介
護

関
係

事
業

者
に

お
け

る
個

人
情

報
の

適
切

な
取

り
扱

い
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」が

引
用

さ
れ

て
い

る
。

・家
族

の
個

人
情

報
を

使
用

す
る

場
合

は
、
利

用
者

だ
け

で
な

く家
族

に
つ

い
て

も
個

人
情

報
使

用
同

意
書

に
記

名
で

き
る

様
式

に
し

て
お

くこ
と
。
必

要
最

小
限

の
個

人

情
報

を
得

る
よ

う
に

す
る

こ
と
。

・従
業

者
が

、
業

務
上

知
り
得

た
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

の
秘

密
の

保
持

に
つ

い
て

退
職

後
に

お
い

て
も

漏
ら

さ
な

い
よ

う
、
就

業
規

則
、
雇

用
契

約
書

、
誓

約
書

等
に

定

め
確

約
し

て
お

くこ
と
。

・新
た

に
作

成
さ

れ
平

成
2
9
年

5
月

3
0
日

か
ら

適
用

さ
れ

て
い

る
「医

療
・介

護
関

係
事

業
者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
扱

い
の

た
め

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

」に
修

正
す

る

こ
と
。

苦
情

処
理

○
苦

情
の

内
容

が
記

録
さ

れ
て

い
な

い
、
又

は
そ

の
様

式
や

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
。

〇
苦

情
対

応
マ

ニ
ュ
ア

ル
が

作
成

さ
れ

て
い

な
い

。

○
苦

情
の

内
容

を
踏

ま
え

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
向

け
た

取
り
組

み
を

行
っ
て

い
な

い
。

○
苦

情
記

録
に

「そ
の

後
の

経
過

」
「原

因
の

分
析

」
「再

発
防

止
の

た
め

の
取

組
み

」
の

記
録

が
さ

れ
て

い
な

い
。

・相
談

や
要

望
な

ど
に

つ
い

て
も

記
録

し
、
苦

情
に

つ
な

が
ら

な
い

よ
う
に

対
策

す
る

こ
と
。

け
た

取
組

み
を

自
ら

行
う
こ

と
。

勤
務

体
制

の
確

保
等
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事
故

発
生

時
の

対
応

○
事

故
・
ひ

や
り
は

っ
と
事

例
報

告
が

記
録

さ
れ

て
い

な
い

。

○
事

故
・
ひ

や
り
は

っ
と
に

関
す

る
記

録
の

整
備

（
処

理
簿

、
台

帳
の

作
成

等
）

が
さ

れ
て

い
な

い
。

○
事

故
記

録
等

に
「そ

の
後

の
経

過
」、

「
原

因
の

分
析

」、
「
再

発
防

止
の

た
め

の
取

組
み

」が
記

録
さ

れ
て

お
ら

ず
、
ま

た
「
再

発
防

止
の

た
め

の
取

組
み

」
が

行
わ

れ
て

い
な

い
。

○
報

告
す

べ
き

事
故

に
つ

い
て

市
町

村
等

に
報

告
し

て
い

な
い

。

〇
事

故
発

生
時

等
の

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

作
成

さ
れ

て
い

な
い

。

・事
故

の
状

況
等

に
よ

っ
て

は
、
各

市
町

村
の

取
扱

い
に

応
じ

て
市

町
村

等
へ

の
報

告
を

行
う
こ

と
。

・事
故

が
生

じ
た

際
に

は
、
そ

の
原

因
を

解
明

し
再

発
防

止
の

対
策

を
講

じ
る

こ
と
。

・事
故

・ひ
や

り
は

っ
と
事

例
発

生
時

の
状

況
及

び
こ

れ
ら

に
際

し
て

採
っ
た

処
置

等
に

つ
い

て
事

業
所

内
で

共
有

を
行

う
こ

と
。

地
域

と
の

連
携

〇
運

営
推

進
会

議
に

つ
い

て
定

期
的

に
開

催
さ

れ
て

い
な

い
。

〇
会

議
で

の
報

告
、
評

価
、
要

望
、
助

言
等

に
つ

い
て

作
成

し
た

記
録

を
公

表
し

て
い

な
か

っ
た

。

〇
自

ら
提

供
す

る
指

定
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
の

質
の

評
価

及
び

外
部

の
者

に
よ

る
評

価
を

受
け

て

い
な

か
っ
た

。

・認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

、
地

域
密

着
型

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
及

び
看

護
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

に
つ

い
て

は
、
概

ね
２

月
に

１
回

以
上

、
地

域
密

着
型

通
所

介
護

及
び

認
知

症
対

応
型

通
所

介
護

に
つ

い
て

は
概

ね
６

月
に

１
回

以
上

、
運

営
推

進
会

議
に

お
い

て
事

業

所
の

活
動

状
況

を
報

告
し

、
会

議
に

よ
る

評
価

を
受

け
る

と
と
も

に
、
会

議
か

ら
必

要
な

要
望

、
助

言
等

を
聴

く機
会

を
設

け
る

こ
と
。

・定
期

巡
回

・随
時

対
応

型
訪

問
介

護
看

護
に

つ
い

て
は

、
概

ね
６

月
に

１
回

以
上

、
介

護
・医

療
連

携
推

進
会

議
に

お
い

て
、
事

業
所

の
活

動
状

況
を

報
告

し
、
会

議
に

よ
る

評
価

を
受

け
る

と
と
も

に
、
各

会
議

か
ら

必
要

な
要

望
、
助

言
等

を
聴

く機
会

を
設

け
る

こ
と
。

・運
営

推
進

会
議

に
お

け
る

報
告

、
評

価
、
要

望
、
助

言
等

に
つ

い
て

の
記

録
を

作
成

す
る

と
と
も

に
、
当

該
記

録
を

公
表

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

会
計

の
区

分

○
各

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

事
業

ご
と
及

び
他

の
事

業
の

経
理

・会
計

が
区

分
さ

れ
て

い
な

い
。
（

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

と
介

護
保

険
外

サ
ー

ビ
ス

、
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
と
有

料
老

人
ホ

ー
ム

又
は

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
）

・人
件

費
、
事

務
的

経
費

等
に

つ
い

て
も

按
分

す
る

な
ど
の

方
法

に
よ

り
、
そ

れ
ぞ

れ
の

事
業

ご
と
に

会
計

を
区

分
す

る
こ

と
。

参
照

：
「介

護
保

険
の

給
付

対
象

事
業

に
お

け
る

会
計

の
区

分
に

つ
い

て
」（

H
1
3
.3

.2
8
  
　
老

振
発

第
１

８
号

）

高
齢

者
虐

待
の

防
止

○
虐

待
と
疑

わ
れ

る
ケ

ー
ス

が
見

受
け

ら
れ

て
も

対
応

し
て

い
な

い
。

・事
業

者
は

従
業

者
に

対
し

て
研

修
の

機
会

を
提

供
す

る
な

ど
高

齢
者

虐
待

の
防

止
に

関
す

る
取

組
み

を
行

う
こ

と
。

参
考

：
大

阪
府

の
認

知
症

・高
齢

者
虐

待
防

止
関

連
サ

イ
ト

「認
知

症
施

策
・高

齢
者

虐
待

防
止

」

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.p
re

f.
o
sa

k
a
.l
g
.j

p
/k

a
ig

o
sh

ie
n
/n

in
n
sh

is
h
o
u
-g

y
a
k
u
ta

i/
in

d
e
x
.h

tm
l

　
「身

体
拘

束
ゼ

ロ
へ

の
手

引
き

」「
大

阪
府

身
体

拘
束

ゼ
ロ

推
進

標
準

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.p
re

f.
o
sa

k
a
.l
g
.j

p
/k

o
re

is
h
is

e
ts

u
/k

y
o
tu

in
fo

/s
in

ta
ik

o
u
so

k
u
.h

tm
l

【報
酬

に
関

す
る

基
準

】

介
護

職
員

処
遇

改
善

加

算

○
賃

金
改

善
を

行
う
方

法
に

つ
い

て
、
職

員
に

対
し

て
周

知
し

て
い

な
か

っ
た

。

○
介

護
業

務
に

従
事

し
な

い
職

員
に

対
し

、
介

護
職

員
処

遇
改

善
加

算
の

対
象

と
し

て
い

た
。
(例

：
管

理

者
、
事

務
職

員
e
tc

）

○
処

遇
改

善
実

績
報

告
書

の
賃

金
額

が
不

正
確

で
あ

っ
た

。
（

例
：

根
拠

資
料

の
積

算
結

果
と
相

違
し

て
い

る
、
加

算
対

象
外

(障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
）

の
職

員
分

も
合

算
し

て
い

る
な

ど
)

○
改

善
実

施
期

間
中

に
加

算
額

に
相

当
す

る
賃

金
改

善
が

完
了

し
て

い
な

か
っ
た

。

〇
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

要
件

Ⅲ
の

資
格

に
応

じ
昇

給
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

、
介

護
福

祉
士

資
格

を
有

し
て

入
職

し
た

者
が

、
そ

の
後

資
格

に
応

じ
た

賃
金

改
善

を
受

け
ら

れ
る

仕
組

み
と
な

っ
て

い
な

い
。

・介
護

職
員

処
遇

改
善

計
画

書
等

を
掲

示
す

る
等

の
方

法
に

よ
り
、
介

護
職

員
に

周
知

す
る

こ
と
。

加
算

区
分

に
よ

り
周

知
が

必
要

な
事

項
を

把
握

し
て

漏
れ

な
く周

知
し

、
そ

の
こ

と
が

確
認

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と
。

(参
考

）
加

算
（

Ⅰ
）

を
算

定
す

る
事

業
所

に
お

い
て

周
知

が
必

要
な

事
項

　
介

護
職

員
処

遇
改

善
計

画
書

　
介

護
職

員
の

任
用

の
際

に
お

け
る

職
責

又
は

職
務

内
容

等
の

要
件

（
介

護
職

員
の

賃
金

に
関

す
る

も
の

を
含

む
）

　
介

護
職

員
の

資
質

の
向

上
の

支
援

に
関

す
る

計
画

を
策

定
し

、
当

該
計

画
に

係
る

研
修

の
実

施
又

は
研

修
の

機
会

を
確

保
し

て
い

る
こ

と

　
介

護
職

員
の

経
験

若
し

くは
資

格
等

に
応

じ
て

昇
給

す
る

仕
組

み
又

は
一

定
の

基
準

に
基

づ
き

定
期

に
昇

給
を

判
定

す
る

仕
組

み
を

設
け

て
い

る
こ

と

　
介

護
職

員
の

処
遇

改
善

の
内

容
（

賃
金

改
善

に
関

す
る

も
の

を
除

く）
及

び
当

該
介

護
職

員
の

処
遇

改
善

に
要

し
た

費
用

【報
酬

に
関

す
る

基
準

】

介
護

職
員

等
特

定
処

遇

改
善

加
算

介
護

職
員

等
ベ

ー
ス

ア
ッ
プ

等
支

援
加

算

○
賃

金
改

善
を

行
う
方

法
に

つ
い

て
、
職

員
に

対
し

て
周

知
し

て
い

な
か

っ
た

。
・介

護
職

員
処

遇
改

善
計

画
書

等
を

掲
示

す
る

等
の

方
法

に
よ

り
、
介

護
職

員
に

周
知

す
る

こ
と
。
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項
目

よ
く
あ
る
指
摘
事
項

改
善
ポ
イ
ン
ト

【小
規

模
多

機
能

型
居

宅

介
護

】

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

強
化

加
算

〇
会

議
の

開
催

状
況

に
つ

い
て

、
そ

の
概

要
を

記
録

し
て

い
な

か
っ
た

。
ま

た
、
定

期
的

に
開

催
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

〇
従

業
者

ご
と
の

研
修

計
画

が
作

成
さ

れ
て

い
な

か
っ
た

。

・「
利

用
者

に
関

す
る

情
報

若
し

くは
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

当
た

っ
て

の
留

意
事

項
の

伝
達

又
は

従
業

者
の

技
術

指
導

を
目

的
と
し

た
会

議
」と

の
開

催
状

況
に

つ
い

て
、
そ

の

概
要

を
記

録
す

る
こ

と
。

・「
利

用
者

に
関

す
る

情
報

若
し

くは
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

当
た

っ
て

の
留

意
事

項
」と

は
、
少

な
くと

も
、
次

に
掲

げ
る

事
項

に
つ

い
て

、
そ

の
変

化
の

動
向

を
含

め
記

載
す

る
こ

と
。 利

用
者

の
A

D
L
や

意
欲

利
用

者
の

主
な

訴
え

や
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

の
特

段
の

要
望

家
庭

環
境

前
回

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

の
状

況

そ
の

他
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

当
た

っ
て

必
要

な
事

項

・従
業

者
ご

と
の

研
修

計
画

に
つ

い
て

は
、
当

該
事

業
所

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

従
業

者
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

内
容

と
当

該
研

修
実

施
の

た
め

の
勤

務
体

制
の

確
保

を
定

め
る

と
と
も

に
、
従

業
者

に
つ

い
て

個
別

具
体

的
な

研
修

の
目

標
、
内

容
、
研

修
期

間
、
実

施
時

期
等

を
定

め
た

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
。

【認
知

症
対

応
型

共
同

生

活
介

護
】

医
療

連
携

加
算

〇
「重

度
化

し
た

場
合

に
係

る
対

応
の

指
針

」
に

つ
い

て
、
入

所
の

際
に

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
に

対
し

て
当

該

指
針

の
内

容
を

説
明

・
同

意
を

得
て

い
な

か
っ
た

。

〇
医

療
等

と
の

連
携

状
況

の
記

録
が

不
十

分
で

あ
っ
た

。

・医
師

及
び

協
力

医
療

機
関

に
よ

る
日

常
的

な
健

康
管

理
の

内
容

に
つ

い
て

適
切

に
記

録
を

残
す

こ
と
。

・「
重

度
化

し
た

場
合

に
係

る
対

応
の

指
針

」に
つ

い
て

は
、
入

所
の

際
に

入
所

者
又

は
そ

の
家

族
に

対
し

て
、
当

該
指

針
の

内
容

を
説

明
し

、
同

意
を

得
て

お
くこ

と
。

【重
度

化
し

た
場

合
に

お
け

る
対

応
に

係
る

指
針

】　
以

下
の

内
容

を
盛

り
込

む
こ

と
。

・急
性

期
に

お
け

る
医

師
や

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

・入
院

期
間

中
に

お
け

る
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
に

お
け

る
居

住
費

や
食

費
の

取
扱

い

・看
取

り
に

関
す

る
考

え
方

、
本

人
及

び
家

族
と
の

話
し

合
い

や
意

思
確

認
の

方
法

等
看

取
り
に

関
す

る
指

針

【認
知

症
対

応
型

共
同

生

活
介

護
】

看
取

り
介

護
加

算

〇
「看

取
り
に

関
す

る
指

針
」
に

つ
い

て
、
入

所
の

際
に

入
所

者
又

は
そ

の
家

族
に

対
し

て
、
当

該
指

針
の

内
容

を

説
明

及
び

同
意

を
得

て
い

な
か

っ
た

。

〇
医

療
連

携
加

算
の

要
件

が
満

た
さ

れ
て

い
な

か
っ
た

。

〇
看

取
り
介

護
に

関
す

る
研

修
が

実
施

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。

・そ
の

者
が

、
医

師
に

よ
り
一

般
的

に
認

め
ら

れ
て

い
る

医
学

的
知

見
に

基
づ

き
回

復
の

見
込

み
が

な
い

と
判

断
さ

れ
た

こ
と
が

分
か

る
よ

う
記

録
を

残
す

こ
と
。

・看
取

り
介

護
加

算
に

係
る

「看
取

り
に

関
す

る
指

針
」、

医
療

連
携

体
制

加
算

に
係

る
「重

度
化

し
た

場
合

に
係

る
対

応
の

指
針

」に
つ

い
て

、
入

所
の

際
に

入
所

者
又

は
そ

の
家

族
に

対
し

て
、
当

該
指

針
の

内
容

を
説

明
し

、
同

意
を

得
て

お
くこ

と
。

【看
取

り
に

関
す

る
指

針
】　

以
下

の
内

容
を

盛
り
込

む
こ

と
。

・当
該

事
業

所
の

看
取

り
に

関
す

る
考

え
方

・終
末

期
に

た
ど
る

経
過

（
時

期
、
プ

ロ
セ

ス
ご

と
）

と
そ

れ
に

応
じ

た
介

護
の

考
え

方

・事
業

所
に

お
い

て
看

取
り
に

際
し

て
行

い
う
る

医
療

行
為

の
選

択
肢

・医
師

や
医

療
機

関
と
の

連
携

体
制

（
夜

間
及

び
緊

急
時

の
対

応
を

含
む

）

・利
用

者
等

へ
の

情
報

提
供

及
び

意
思

確
認

の
方

法

・利
用

者
等

へ
の

情
報

提
供

に
供

す
る

資
料

及
び

同
意

書
の

書
式

・家
族

等
へ

の
心

理
的

支
援

に
関

す
る

考
え

方

・そ
の

他
看

取
り
介

護
を

受
け

る
利

用
者

に
対

し
て

事
業

所
の

職
員

が
取

る
べ

き
具

体
的

な
対

応
の

方
法

サ
ー
ビ
ス
別
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【認
知

症
対

応
型

共
同

生

活
介

護
】

身
体

拘
束

適
正

化
未

実

施
減

算

○
以

下
の

減
算

事
由

に
該

当
し

て
い

る
が

、
所

定
単

位
数

の
1
0
/1

0
0
に

相
当

す
る

単
位

数
を

所
定

単
位

数
か

ら
減

算
せ

ず
に

請
求

し
て

い
た

。

・身
体

拘
束

等
を

行
う
場

合
の

記
録

を
行

っ
て

い
な

い
。

・身
体

的
拘

束
適

正
化

の
た

め
の

指
針

を
整

備
し

て
い

な
い

。

・身
体

的
拘

束
適

正
化

の
た

め
の

定
期

的
な

研
修

が
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

・身
体

的
拘

束
の

適
正

化
の

た
め

の
対

策
を

検
討

す
る

委
員

会
を

３
月

に
１

回
以

上
開

催
し

て
い

な
い

。

〇
緊

急
や

む
を

得
ず

身
体

拘
束

等
を

行
う
同

意
書

に
つ

い
て

、
身

体
拘

束
等

を
行

う
期

間
が

作
成

さ
れ

て
い

な

か
っ
た

。

〇
緊

急
や

む
を

得
ず

身
体

拘
束

等
を

行
う
場

合
に

、
そ

の
様

態
及

び
時

間
、
利

用
者

の
心

身
の

状
況

、
緊

急
や

む
を

得
な

か
っ
た

理
由

を
記

録
し

て
い

な
か

っ
た

。

【身
体

的
拘

束
適

正
化

検
討

委
員

会
】

・幅
広

い
職

種
（

例
え

ば
、
施

設
長

（
管

理
者

）
、
看

護
職

員
、
介

護
職

員
、
生

活
相

談
員

）
に

よ
り
構

成
す

る
。

・身
体

的
拘

束
等

に
つ

い
て

報
告

す
る

た
め

の
様

式
を

整
備

す
る

こ
と
。

・介
護

職
員

そ
の

他
の

従
業

者
は

、
身

体
的

拘
束

等
の

発
生

ご
と
に

そ
の

状
況

、
背

景
等

を
記

録
す

る
と
と
も

に
、
上

記
の

様
式

に
従

い
、
身

体
拘

束
等

に
つ

い
て

報
告

す

る
こ

と
。
ま

た
、
委

員
会

に
お

い
て

は
、
報

告
さ

れ
た

事
例

を
集

計
し

、
分

析
す

る
こ

と
。

・事
例

の
分

析
に

当
た

っ
て

は
、
身

体
的

拘
束

等
の

発
生

時
の

状
況

等
を

分
析

し
、
身

体
的

拘
束

等
の

発
生

原
因

、
結

果
等

を
と
り
ま

と
め

、
当

該
事

例
の

適
正

性
と
適

正
化

策
を

検
討

す
る

こ
と
。
ま

た
、
適

正
化

策
を

講
じ

た
後

に
、
そ

の
効

果
に

つ
い

て
評

価
す

る
こ

と
。

・報
告

さ
れ

た
事

例
及

び
分

析
結

果
を

従
業

者
に

周
知

徹
底

す
る

こ
と
。

【身
体

的
拘

束
等

の
適

正
化

の
た

め
の

指
針

】 
以

下
の

項
目

を
盛

り
込

む
こ

と
。

・施
設

に
お

け
る

身
体

的
拘

束
等

の
適

正
化

に
関

す
る

基
本

的
考

え
方

・身
体

的
拘

束
適

正
化

検
討

委
員

会
そ

の
他

施
設

内
の

組
織

に
関

す
る

事
項

・身
体

的
拘

束
等

の
適

正
化

の
た

め
の

職
員

研
修

に
関

す
る

基
本

方
針

・施
設

内
で

発
生

し
た

身
体

的
拘

束
等

の
報

告
方

法
等

の
た

め
の

方
策

に
関

す
る

基
本

方
針

・身
体

的
拘

束
等

発
生

時
の

対
応

に
関

す
る

基
本

方
針

・入
居

者
等

に
対

す
る

当
該

指
針

の
閲

覧
に

関
す

る
基

本
方

針

・そ
の

他
身

体
的

拘
束

等
の

適
正

化
の

推
進

の
た

め
に

必
要

な
基

本
方

針

【研
修

】

・指
針

に
基

づ
い

た
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
し

、
定

期
的

な
教

育
（

年
２

回
以

上
）

を
開

催
す

る
と
と
も

に
、
新

規
採

用
時

に
は

必
ず

身
体

的
拘

束
等

の
適

正
化

の
研

修
を

実
施

す
る

こ
と
。

・研
修

の
実

施
内

容
に

つ
い

て
も

記
録

す
る

こ
と
。
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